
PTA「スクールガードプロジェクト（夜間巡視）」を実施 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１ あいさつをしましょう 

２ 廊下を正しく歩きましょう 

３ 時刻を守りましょう 

 

令和５年１０月１３日 発行 

 

 「自分らしく」よさを発揮できる！ 

 

朝晩の寒暖差が大きくなりました。木々も赤く色づきはじめ、秋が少しずつ 

深まってきているのを感じます。登校してくる児童の服装も上着が一枚増え、 

ポケットに手を入れている児童もいます。両手がポケットにあると転んだときに危険なので、手袋が

必要です。体温調節できる服装にも気をつけながら、お子さんの体調管理にも留意していただくよう

お願いします。 

さて、気温も涼しくなり、学習にも集中できる時期になりました。読書の秋とも言われており、ご

家庭でも好きな本を読む時間をつくり、親子で一緒に読書をするの 

もいいのかも知れません。 

学校では、一人一台のタブレット端末を効果的に活用した学習も 

充実させています。３年生の体育「跳び箱運動」では、タブレット 

を使って、お互いに跳び箱を跳んでいる様子を動画にとり合い、そ 

の場で動画を見て、改善点を確認する学習を取り入れています。 

 また、国語や算数の学習では、デジタルドリル「スマイルネクス 

ト」を活用し、個別の理解度に応じた問題にも取り組むことで、学 

習を定着させています。ICTの使い方については、情報モラルの指 

導も行っていきますが、今後も授業で効果的に活用し、子どもたち 

の理解を深めていきたいと思います。 

10 月から後期 学びの秋です！ 

５年２組の授業から 

PTA三役の企画である「スクールガードプロジェクト（夜間巡視）」

を、10月 4日（水）に実施しました。 

暗くなる時間が早くなり、10月からは子どもたちの帰宅時間が30

分繰り上がり 16:30までとなりました。 

そこで、２つのグループに分かれて校区内の公園等を巡回し、子

どもたちが利用する場所の夕暮れ時に潜む危険箇所を確認しました。

暗い時間まで遊んでいる児童はいませんでしたが、街灯がついてい

ないため薄暗い場所や人通りの少ない場所もありました。気づいた

ことなどを共有しましたので、今後の子どもたちへの指導にもいか

していきたいと思います。 

一人一台端末の普及により、授業の進め方、子どもたちの学び方が、保護者

の皆さんの子どもの頃とは大きく違ってきています。ＩＣＴ機器は、これからの子どもた

ちにはなくてはならないアイテムです。子どもたちが情報活用能力を適切に身に付

けられるよう、扱い方等、健康面にも配慮しながら、学びを充実させていきます。 

17:00 から、校区内のあずさ公園や玄武第

一児童公園（通称かえる公園）、伏古別川公

園、ゆうやけ児童公園等を巡回しました。 

☆本日、前期の通信簿「あゆみ」を配付しました。前期を振り返り、子どもへの励ましの材料にしてください。 



啓北フェスティバルを終えて ～ 担当者より

 

 

 

 

 

 

 

          

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 
 

 

  

 

 

 

  

☆今週も「朝の見守り活動」へのご協力 ありがとうございました。 

■ 第３回フレンドリー大会（サッカー） 

優 勝  

４年生 加藤 佑志朗 さん 

    佐々木 渉  さん 

5年生 髙橋  朋  さん 

   

■ 第４回優至会チャレンジカップ 

  小学３・４年 中級 A（空手） 

  優 勝 

３年生 堀井 かんな さん 

10月 1日日曜日、啓北小学校体育館で 4年ぶりとなる啓北フェスティバルを開催しました。本来は啓北地区の町内会

子ども会加入者が対象の行事でしたが、町内会の子ども会の減少、子ども会員数の減少などにより、青少年委員単独での

実施は難しく、また子どもの参加人数も見込めない状態でした。どうしたらよいか困っていたところ、教頭先生や PTA

会長の武田さんからアドバイスをいただき、今年度は PTAと青少年委員の合同プロジェクトとして啓北小学校の子ども

たち全員を対象に行事を開催することになりました。 

 

今年は「記録に挑戦！」をテーマに、ボトルフリップ・踏み台昇降・豆つまみ・えんぴつ立てという 4つのコーナーを

企画しました。ボトルフリップでは、ペットボトルを投げて何回立てられるかを競ってもらいました。3種類の大きさの

ペットボトルがあり、どれが立ちやすいか考えながらがんばってくれていました。踏み台昇降では、何回踏み台を昇り降

りできるか競ってもらいました。焦って転びそうになる子もいましたが、みんな素早く昇り降りしていました。豆つまみ

では、金時豆と大豆の 2種類の豆を箸でつまんで何個隣のお皿に移せるか競ってもらいました。豆がすべりやすく高度な

箸操作技術が必要でしたが、低学年の子でも上手に箸を使って豆をつまんでいました。えんぴつ立てでは、時間内に何本

えんぴつを立てられるか競ってもらいました。ちょっとした手のふるえでもすぐ倒れてしまうので繊細な動作が必要でし

たが、みんな慎重にえんぴつを立てていました。 

 

4つのコーナー以外にも、ペットボトルボウリングや輪投げ、バルーンアートのブースがあり、子どもたちがそれぞれ

自由に回れるようにしていました。特にバルーンアートは大盛況で、青少年育成者連絡協議会の山久保さんや久保田さ

ん、PTA会長の武田さんを中心に子どもたちと一緒にバルーンアートを作り楽しみました。 

 

最後には余ったおやつをかけて、教頭先生や新田先生とじゃんけんゲームをしました。おやつが当たった子も当たらな

かった子もみんな楽しそうにゲームに参加してくれていました。 

 

4年ぶりの開催となり、企画運営も手探り状態のなか青少年委員で試行錯誤して準備しました。当日を迎えるまでどう

なるか不安で、心配のあまり夢でうなされたメンバーもいましたが、たくさんの方の協力のもと無事に啓北フェスティバ

ルを終えることができて青少年委員一同ホッとしております。ご協力いただいた皆様方、本当にありがとうございまし

た。この場を借りてお礼申し上げます。未就学児を含めて子どもたちがたくさん参加してくれて楽しんでくれたことがと

ても嬉しかったです。「啓北フェスティバルが楽しかった！」と子どもたちの思い出に残ればいいなぁと思っています。 

 

実行委員 菊地祐希さん    神 雅子さん   野崎真由美さん 

川路絵里香さん   古田涼子さん   山下麻美さん 

   お手伝いいただいた皆さん ありがとうございました。 

■ 帯広市スポーツフェスティバス 

小学３・４年生の部（剣道） 

最優秀賞 

３年生 髙木 文太朗 さん 

 

ホームページの広報紙
のページにも、写真つ
きで掲載されています
ので、ご覧ください。 


